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1は じめに

これ まで商業高校は,規 律 ある学 校生 活や生徒の能 力 ・特性 な どに応 じた適切 な進路 指導の

面で評価 を受 けている。 しか し,や や もす ると,『 卒業生 の進 路は多 くが 「企業 への就職 」』

とい う印象 をもたれが ちで,「 高学歴 」化 した社会 状況 の中で,大 学 な どへ の進 学を希望す る

生徒に とってS必 ず しも魅 力ある高校 とは いえ な くな っている。 これ は,商 業 高校の教 育内容

につ いてのPRが 不 足す る ことに よるとも考 え られ るが,教 育内容 自体 が,社 会 や生徒 の多様

なニーズに適切 に対 応 しきれていない ことも一 因 としてあげ られ る。

いかに して社会や生徒 に とって 「魅力あ る商業高校 」と してい くかが,現 在の商業高校が 直

面 している重要 な課題 の1つ で ある。本年度 は,こ う した課題 を研 究主題 と して取 り上 げ,「教

科指導 」と 「進路 指導 」の両 面か ら研 究 ・討議 を行 った。

教 科指 導では,第1に,「 学 習意欲 を どのよ うに して育ててい くか 」を課題 として取 り上 げ

た。生 徒に とって魅力あ る商業 高校 とは,ま ず,「 分か る授業 」を受 けるこ とので きる学校で

あろ う。 この ため には,綿 密 な指導計 画 と学習へ の十分 な動機 付けや,教 師 と生徒,ま たは,

生徒 相互 間の良好 な人間関 係の確立 や学 習内容の精選 など,学 習面での さま ざまな環境 づ くり

が必 要であ る。 生徒 にと って,「 理 解で きる授業 ・楽 しい授業 」が実践 され なけれ ば,生 徒の

学 習意欲 を育む ことはで きな い。生徒 一人一人が 自発的 に学 習意 欲 を育む よ う指導す る ことに

よ って,生 徒 の個性 や能 力な どを引き出す ことが可能にな り,魅 力あ る学校 づ くりに もつなが

る もの と考 え られ る。 こ こで は,学 習意欲の向上 のための指導上 の留意点 について考 察を加 え

た。 更に,生 徒の学習意欲の 向上 を実現 させ るた めには,教 師 自身の研讃 も不可 欠であ り,こ

の問題について も同時に取 り上 げた。

次に 「商業高校での教科指導 におけ る特色づ くり 」を取 り上 げた。 商業 高校 の重要な使 命の

1つ に,卒 業後経済社会 の一員 として,社 会 の発展 に積極 的に寄 与で きる能 力 と態度 を育成す

る ことがあ る。 このためには,商 業に関わ る科 目の指 導内容につい て,専 門性の一層の深化を図

る とともに,社 会 や生徒の多様 なニ ーズに適切 に対 応 した教育課程 を整備 し,実 施す るこ とが

必 要である。 ここでは,教 科指 導の特 色づ くりの1つ として,「 社会の ニーズに応えた職業資

格の取 得 」の問題 を取 り上 げた。今 回,企 業に対 してア ンケー ト調査 を実 施 し,企 業が商業高

校生 に対 して どの よ うな職業資 格を求め てい るかを調 査 し,社 会 の ニーズに応え る職業資格 の

取得 について検 討 を加え た。

最 後に,「 大学な どへの進学 」の問題 であ る。商業高校 に おいても,近 年,大 学な どへの進
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学 希望者が急増 している。 ここでは,商 業 高校での教育 の特性 を活か しな が ら,大 学 な どへの

進学 に どの よ うに対応 してい くか とい う問題 を取 り上 げた。

進 路指導で は,第1に,「 生徒 によ る主体的な進路選択 の重要性 を,生 徒一 人一人に理解 さ

せ る方策 」について検 討 した。 社会 の発 展に寄 与す る人材 を育 成するためには,自 己の進路 に

関 して明 確な 目的意識 をもたせ,勤 労意欲 や職業倫理 を高 める進 路指導が行わな ければな らな

い。 このためには,入 学時 か ら望 ましい職業観 を育 てるための継 続的な ガイ ダンスや面 接の実

施な ど,進 路 指導の在 り方 の検 討が重要で ある。 そ こで,生 徒が主体的 に進路選 択で きる よ う

にするには どの よ うな指 導上 の課題が あるか,日 々の教 育実践 を通 して検討 す ることに した。

第2に,「 進路 指導 の充実策 」につ いて取 り上 げた。 現在.多 くの商業 高校 が 直面 している

進 路指導上 の課題 について,就 職に関 する課題 と進学 に関す る課題 とに分 けて考 察 し,そ の改

善策につ いて検討 した。

第3に,「 進路指導 におけ る特色づ くり」について取 り上 げた。 生徒 が主体 的 に進路 を考 え

ることが,自 らの在 り方生 き方 を考える ことにつなが る。 生徒 が 自己の能 力 ・適性 ・興味 ・関

心 な どを十 分 に把握で きるよう,ど の ように生徒 を指 導 してい くかが進 路指 導の大 きな課題で

ある。 更fir,生 徒 の個性 ・能 力 ・適性な どに応 じた進路情報 の提供や,生 徒 に対 する適切 な指

導 ・助言の在 り方 につ いて検討 を加え た。

図1

学習意欲の向上

特色のある教科指導

教科指導

進路の重要性の理解

進路指導の充実

特色のある進路指導

進路指導

魅力ある商業高校

社会からの要請

済
会

経
社 家庭

生徒
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皿 教科指導

多様化した生徒の実態に応 じて,生 徒の学習意欲を育むためどのよ うな効果的な授業を実践

するかが・教師の大きな課題の1つ である。そこで,「 商業高校の特色化を図る」ための教科

指導を取 り上げた。

1学 習意欲の育 て方

学 習意欲を育むために・どの ような点 に工夫 して教科指 導を行 ってい く必 要があるかを検 討

した。

教師の間で は 「今 の生徒 は意欲 が高いのか,低 いのか わか らない。 」とい う話 をよ く耳 に

する。授 業の際・ 教科書や ノー トさえ用意 しない生徒がいた り,授 業中に居眠 りやお しゃべ

りを した り,漫 画な どを読ん だ りする生徒 が少 なか らず いる。 確か に生 徒は,授 業が面 白 く

な い と居眠 りや,お しゃべ りな どに走 って しまう。

か つて生徒 に 「あなたに とって楽 しい授業 とは,ど んな授業です か。 」と質問 した ところ,

ほ とんどの生徒 が 「授業 の内容がわか ると,楽 しくな ってくる。 」と答え ている。

図2

学 習意欲向止 の プロセヌ

㊨
か

【生 徒 】

・興 味

・関 心

9
し

1

ら 夢 わ
な 【教 師】 か

◎ ・綿密 な指 導計画

・学習 の動機付 け 色

騰
↓
・学習環境作

・教 師の研鐙

・満足感
・成就感

→

・効果的な

授業実践

つ ま り・ 生徒 に とって 「分 か る授業は,楽 しくな り学 習意欲 もわいて くる。 」ので ある。

更に,「 楽 しい授 業 ・分か る授業 」に よって培 われ た学習意欲 は,次 々に受 け継がれ てい く。

しか し,同 じ授業の楽 しさで も冗談 や雑談 に終 始 してい る授業 は.「 内容 のわか る楽 しい授

業 」とは異 にす るものであ るこ とは言 うまで もない。
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(1)綿 密な指導計画の作成

『生徒の学習意欲を育て,分 かる授業を目指す 』ためには,ど のようにすればよいのだろ

うか。教科指導 とは,単 に教科 ・科 目の内容を教えることではな く,学 習の達成目標をたて,

生徒の学力差 ・対象人数 ・学習場所などの条件を考慮 した,総 合的な指導計画に基づいて,

生徒の学習意欲を盛 り立て,個 性 を引き出し,課 題の解決に向けて導き,育 てる指導である。

したがって,生 徒の学習意欲を育て,分 かる授業を目指すためには,次 のよ うな点に配慮す

る必要がある。

① 教師は.教 科指導全体の年間指導計画を見通 した上で,生 徒の能力に応 じた毎時間の

学習の達成 目標を立てる。

② 達成 目標に到達 させるため,学 習内容や学習活動の進め方を明確にする。

③ 基礎となる考え方 ・論理の習得 と達成 目標 とのつなが りを考慮するなど,学 習内容を

達成目標 と関連 させて考える。

授業では,多 くの場 合s生 徒 を一斉に指導する授業形態をとるので,や や もすると標準的,

画一的な指導にとどまり,生 徒の個hの 疑問や悩みに応 じた指導が困難になる。 この ことは,

生徒の学習意欲を失わせる結果にもつながるので,教 科指導において一斉授業を行 う場合に

は,生 徒一人一人の学習状況 を十分把握するなど適切な配慮が必要である。

〔2)学 習の動機 づけ

教科指導 に当た って,学 習の動機 づけが十分 にな されな いまま,い きな り学習内容 に深入

りす る と,混 乱す る生 徒 もみ られ る。 そ こで,学 習 目標 を達成 させるためには,ま ず生 徒の

学 習活動 が円 滑に行われる ことが重要 である。 そのた めに は,学 習の導入 に慎重 な配慮 が必

要で ある。

生徒 は,授 業 に対 して,各 自の能 力などに応 じて期待 や関心 をも ってい るが,そ れ を学 習

意欲 にまで 高める ことが学習導入 の段 階においては大切 である。

教科指導 のね らい と して,単 な る知識 の習得のみに かたよ らず,習 得 した知識 などを活用

す ることによって課題 解決が図 られ るよ う,応 用 力を十分身 に付 け させ ることに重 点を置か

な けれ ばな らない。 その ため にも指導 内容は,目 標 とな る課題 との関連 を十分 に配 慮 したも

のでな けれ ばな らない。

な お,自 主性 を大切 にす る学習 の動機 づけ として,反 復練 習や基本的 な課題 の解決等 を行

わせ,そ の ことによ って生 徒に 自信 をもたせる ことも考 え られ る。
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㈲ 学習環境づ くり

生徒の学習意欲を高めるため

には.学 習環境を整備すること

が大切である。学習環 境はa教

師 と生徒の良好な人間関係や学

習内容によって構成されるが,

生徒の学習活動が効果的.能 率

的に進むよう整備することが大

切である。

図3

動機付 げの展麓1

はじめて新 しいテーマを学ぶ

・学習内容の紹介、具体的例示
・この時間の到達目標の説明

学習 に対 す る全体 的 な見 通 しが もて る

i
・期 待

・関 心

基本的課題の解決(自 発性のあらわれ)

↓↑
・課 題 の基 本 的 考 え 方 の徹 底

・別 の課 題 を解 い て み る

・フ ィー ドバ ッ ク(反 復 練 習)

応用課題の解決(学 習意欲向上)
・応用範囲のひろい知識の習得

図4

教師 と生徒、生徒相互間の良好な人間関係

学習における共通 した話題 ・興味

生徒の学力等 における個人差

授業における時間配分

授業時間 ・授業の時間帯

教室内の照明や換気等
机の数や配置方法等

効

果
的

な
学

習

環

効果的 に学習環境 をつ くり上 げるためには,図4に 示 した よ うに,人 的 ・カ リキ ュラム ・

物的の3つ の条 件を十分 に考慮す る ことが必要で ある。 これ らの条件 は,相 互 に関連 し合 っ
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ているので,生 徒 の能 力や学 習内容に相応 した,調 和 の とれ た学 習環 境 の整備 に心 がける こ

とが大切で ある。

次に,教 科指 導における具体 的な学 習環境 づ くりの うち,教 師 と生徒 の人的な学 習環 境づ

くりの 心得 を8項 目に まとめ た。 これ らのこ とを念頭に置 き,指 導に当たる ことが大切 であ

る。

人1的な 掌 黎環 境 づ く りの 八 つの 心欝

①

②

J

④

⑤

⑥

⑦

8

課題の解 決はゆ っく りした ペースで 始め,易 しい ものか ら応 用的な ものへ と進 め る。

(ま ず,や さしい課題で 自信 を付 け させ よ う)

先 には か リ進 も うとせず,随 時 復習を行 う。

(あ せ らず ・お こ らず ・あき らめず,気 持 ちに余裕 をも とう)

注 意を与 えるときは,一 番 大切 な点を注意す る。

(一 度 にた くさんの注意 を しない)

注意ばか りだ けでな く,タ イ ミングよ くほ め言葉 をかけ る。

(一 ・方通行 でな く会 話のある授 業 を しよ う)

生徒 の人 格を尊重 し平等に接す るよ うにす る。

(名 前を覚え て出席番 号な どで呼ばな い)

授業 の中に楽 しさの配慮 も忘れ ない。(と きには,ユ ーモ アも必要で ある)

生徒 に対 して親切に,指 導 には熱 意を もつて 当た り,言 葉遺 いに気 をつけ る。

(教 師 も真剣 である ことを生徒 に理 解 させよ う)

教科指導 に 自信を もち,大 きな 声でわか りやす く説 明をす る。

(後 ろの席 まで聞 こえる声で)

(4}教 師の 自己研鎖

「子は親 の背 を見て育つ 」とい うが,生 徒 も教師 の姿を見 て学 んでいる。 どの よ うな場 合

で も,完 全な指 導とい うことは あ りえな いので,指 導成果 を 自ら絶 えず反省 し,改 善 に努め

る姿勢が大切で ある。 その際の反省項 目としては,次 の5項 目が考え られ る。 また,教 師 は

教科 ・科 目の指 導内容 な どを正 しく理 解 し,実 際の授業で これ らを生徒 に説明す るこ とがで
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き たとして も,そ れ は必 ず しも効果的な指導がで きた とい うことではない。 自 己 の 研 修 や

教 師 の 反 雀5畷 圏

① 掌習銀標を粉 に把獲しな授業であウたか。

② 生捷の能力などに庵じた授業であウた寮。

③ 内審灘Eし く効果的に指導すること揮できぬか⇔

④ 鰭 の灘 はらも・糠 鵬 働 勧 勲 ・ポ

⑤ 鰻鍵にf蟻 弩慧欲があいてきて、授嚢疹礫 振くな脅てきた"譲 という節象籔霧詫蚤こ

とができ允かo

経験 か ら得 た知識 を生か し,生 徒 に とって 「指導内容 のわ か る楽 しい授業 を展 開す る 」こと

ができは じめて,効 果的な教科 指導が実践で きた ことにな る。

教師 として も う一つ大切な ことは,教 師 自身の人間性であ る。 生 徒の立場 か ら見て,信 頼

のおける教師は,生 徒の ことを常に考 え指導に当たる誠 実な教 師である。学 習を通 し,心 の

交 流 を基礎 と した教師 と生 徒 との信頼 の関係 が望 まし く,教 師 としての 自己中心 的な言動や

軽 率な行動は,生 徒 との人間関 係を損な い,良 い学 習効果 を期待 する ことはできない。

教 科指導に 当た っては,な ごや かな雰 囲気 づ くりに心 が ける とともに,時 には厳 しさをも

って ことに 当たる ことが大切 である。 そのために も,教 師はs自 らの人 間性,指 導 力,専 門

知h一 般的な社会 常識な ど,幅 広 い資質 の向上 に絶えず努 めな ければな らない。

2教 科指導における特色づくリ

魅 力ある商業高校 を 目指す ためには,特 色のある教 科指導 を行 い,社 会 のニー ズに対応 し

た知識 ・技能 な どを身に付 けた社会人 を育成 する ことが必要で ある。 そのためには教師は.

「商業 の各分野に関す る基礎 的 ・基本的 な知 識 ・技 能の完全な 習得 」に心 掛けな ければな ら

ない。今 日,商 業高校には多様な生徒 が入学 して くる。 こ うした生徒 に対 して,商 業科 目の

基礎 ・基本 を徹底 的に指導 し,そ の 内容 を習得 させる ことが,魅 力ある商 業高校づ くりの第

一歩 である。

また,現 在 行われてい る商業教育 の内容 は広範 囲に及 び,履 修 する科 目も多岐にわた って

いる。 特色 のある教科指導 を行 うためには,「 商 業科 目をよ り体系化 ・統合 化 し,専 門的な
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学 習が可能な内容にす る 」こ とが行われなければな らな い。 そ こで,商 業 高校の教科指導

に おける特 色づ くりと して,「 社会 の変化に 対応 した商業 教育 」「大学進 学へ の対応 」の2

点 をあ げ,魅 力ある商業高校 づ くりとい う視点 か ら述べ る。

(1)社 会の変化に対応した商業教育

情報化,国 際化,サ ー ビス経済化などの

社会の進展に対応 して,商 業教育を展開す

る際には,「 今,社 会は何を要求 している

のか 」という課題意識を常にもちなが ら,

商業教育の指導方法や内容を改善 ・充実 し

ていくことが大切である。 ここでG,「 社

会のニーズに応えた職業資格の取得 」「専

門性の深化を目指 した教科指導の在 リ方 」

「魅力ある学科の設置 」の3点 を取り上げ

検討を加えた。

ア 社会のニーズに応えた職業資格の取得

今回,都 立商業高校5校 の進路指導部で

今年度,学 校を訪問 した企業に対 して右記

に示 した 「職業資格についてのアンケート」

図5職 業 資酪 に つ い での アンケ ー ト

平成4年6月

平成4年 度 東京都教 育委員会

教育研 究員(商 業)一 同

本 日は、当校 をご訪問い ただ き誠にあ りがとうございます。お忙

しい中ではござい ますが、職業資格 につ きま しての アンケー トに、

ぜ ひご協力 を賜 るようお願 い申 し上げます。

なお、この結果は今後の商業高等学校 の教 育を考える上で、ぜひ

参考 に致 したいと考えてお ります。

∬.貴 社 の業種ぱ次 のどれに該当致 しますか。該当の業種の数字に、

0を お付け ぐだ さい。

1 農林水産業 7 卸売 ・小売業

2 鉱業 8 金融 ・保険業

3 建設業 9 不動産業

4 製造業 10 サービス業

5 電気 ・ガス ・熱供給 ・水 道業 11 その他

6 運翰 ・通信 業

f7.生 徒の撮 眉に際 し、考慮 される職業資替 があれば、該当の数字

に、0を お付け ぐだ さい。

1 ワープロ検 定 8 情報処理検定

2 タイプ検定 9 電卓技能検定

3 簿記検定 10 販売士

4 秘書技能検定 11 レタリング技能検定

5 英語検定 12 書道検定
6 珠算検定 13 その他

()7 税務会計検定

アンケー トにご回答 いただき誠にありが とうございます。今 後 と

もよろしくお願い申 し上げます。

調 査を行 った。 なお,対 応 した企 業は552社 で ある。 この ア ンケー トのね らいは,企 業が

業種別 に どの ような職業資格 を,商 業 高校生 に求めてい るか を把握 する ことにあ る。 この調

査結果 の分析 を,今 後の教科指導 に活 用す る とともに,社 会 に貢献で きる有意な社会 人の育

成 に役立 たせ る必 要がある。 な お,今 回のア ンケー ト調査の結果(次 ペー ジ図6)に よれば,

企業が商業 高校 に求 めている職業資格の上位5つ は,次 の通 りで ある。

企叢が商業高校生に求めている職業資格

量佼 ワ喘プ簗技能検1避

2位 簿紀検鍵

乙紘 燈報処穫検楚

4簸 珠算検窟

ce英 籍検定 ・

纏 酪 篠

・ ζ

:4泌 影}
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図6

企業が取得を希望する職業資格

事務のOA化 が進 んでいる現在,「 ワープ ロ検定 」「情 報処理検 定 」が上位 を 占めた こと

は 当然 といえ る。 また,業 種別に みると,卸 売 ・小売業 では 「販売 士 」,金 融 ・証券 ・保険

業では 「簿 記検定 」を重要 視する企業 の割合 が多か った。 更に,「 電卓検 定 」を重 視する企

業が多 く,今 後.電 卓 に よる計 算能 力の 向上 にも配慮 する必 要が ある。

イ 専門性の深化 を目指 した教科 指導 の在 り方

前述 のア ンケー ト調査 の結果 を参考に して,習 熟度 別 ・目的別 クラス編成 を導 入 した教科

指導 を考え た。 現在,「 計 算事 務 」や 「簿記会 計 」で 習熟度 別 クラス編成 による授 業が実践

され ているが,今 後,「 情 報処理 」関連科 目な どの授 業において も,生 徒 の学習 目的に合わ

せ た適切な学 習指導ができる よ うに配慮 するこ とが必要である。

次 に,そ の具体 例を示 す。
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① 習熟度別クラス編成の事例

簿醗会計→2年 次よリ習熱度罰クラス綴戒を行う

Aコ ース(税 理士の資格取得を目標 とす るクラス)

目標 とす る職業資格→ 日本商工会議所(以 下 日商 という)簿 記検定1級

全国経理学校協会(以 下全経とい う)簿 記能力検定上級

　 (欝 霧 校協会(以下全商という)蹴 検　 級の取り

目標 とする職業資格→全商簿記実務検定1・2級,日 商簿記検定2級 等

科 昌 計算嘉務一}擁年次 より習熟度別クラス編成を行 う

Aコ ース(高 度な計算力を養い,経 営努力に役立てる能力を育成するクラス)

目標 とす る職業資格→全商珠算実務検定1級,日 商珠算能力検定1級 等

Bコ ース(計 算能力を養い,商 業に関わる計算能力を養 う)

目標とする職業資格→全商珠算実務検定2・ ろ級,日 商珠算能力検定2・3級

② 学習目的別クラス編成の事例

r情 報処理 」関連科目→2年 次よリ目的劉クラス編成乏行 う

Aコ ース(プ ロクラマー ・システ ムエンジニア等を 目指す クラス)

目標 とす る資格取得→通産省第2種 情 報処理技 術者試験 等

Bコ ース(タ ッチ ・メソ ッ ドに習熟 させ,文 書作成 能力 を育 成す るクラス)

目標 とす る資格取 得→全商 ワープ ロ検定1・2級

Cコ ース(OA化 した経済社会のビジネス活動に即応できる能力を育成するクラス)

目標とする資格取得→全商情報処理検定,全 商ワープロ検定 等

ウ 魅 力あ る学科 の設 置

現在,都 立商業高校 に設置 されてい る学 科は,「 商業科 」「情報処理 科 」「国 際会計 科 」

「会 計科 」の4学 科で ある。 今衝 社会 の変 化や 生徒 ・地域社会 の実態 な どに応 じて,新 し

い魅 力あ る学科の 設置を考 えていかな けれ ばな らない。 全国の 商業 高校で は,図7に 示す よ

うに,多 様な学科 が設 置 されて いるが,こ れ らを参考 にす るとともに,商 業高校 を志望す る

中学生の実態 をふ まえ,彼 らに受 け入れやす く分 か りやす い学科 の設置を考え てい くことが

大切 である。
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① 特定 の職業 を対象 とした学科の設 置例

「国 際観光 科 」……… ツアー コンダクター等旅行 ・観光 関係の職業 を 目指す学科

「貿易英語 科 」………通訳 ・貿易会 社等英語関係の職業 を 目指す学科

② 中学生 に とってわか りやす い学科 名の例

「流通 ビジネス科 」,「OAビ ジ ネス科 」,「 流通 サー ビス科 」等

(「 サー ビス 」「ビジネス 」「コンピュータ 」等の カタカナ表 記の工夫)

③ ユニー クな学科 の例

「商業 デザ イン科 」,「 水産経済科 」,「 サー ビス観 光科 」等

図7
全国の商業高校の「商業科以外の学科 」の設置学校数(平 成4年 度)

重 情 報 処 理 科 267校(1,182学 級) 斜 情 報 管 理 科

一

13校(61学 級)

2 経 理 科 56校(343学 級) 璽2 情報 ビジネス科 10校(27学 級)

3 国 際 経 済霜 一醐1ろ7学 級) 拓i

　

経 管 科 7校(31学 級)

4
1

事 務1臥 轍(159学 級) 肇4 国 際 会 計 科 7校(26学 級)

5
}

会 計 科⊥25校(99学 級) 蒋 情報システム科 6校(24学 級)

6

一一}

i

流 通 経 済 科i23校(117学 級)

科匝(88学 級)

幡 秘 書 科 6校(21学 級)

7 情 報 17 国 際 科 5校(14学 級)

8 情 報 会 計 科 15校(54学 級) 壌8 国 際 情 報 科 4校(24学 級)

? 営 業 科 14校(78学 級) 嘩9 情 報 科 学 科 4校(15学 級)

沁 情 報 経 済 科 14校(39学 級) 29 情 報 流 通 科 4校(12学 級)

(注)① 「全商会員名簿 」よ リ

全蘭加盟校総数 魏 ア4絞
一

②下線は都立商業高校に設置されている学科

(2)大 学進学への対応

現在,商 業高校か ら一般受験による大学などへの受験者数は年 々減少している。高学歴化

している社会状況の中で,こ のことが商業高校への志望者数の減少の原因のひとつとなって

いる。商業高校から商 ・経済学部系の大学 ・短大への進学は,商 業に関する知識や技能など

を高校 ・大学と一貫して学習することができるとい う大きな利点があるばかりではな く,生

徒の進路の選択幅の拡大にもつながるものと考える。

一12一



ア 「簿記会計 」での受験

商業高校の生徒にとって,大 学入試における「簿記会計 」による受験は,普 通高校の生徒

に比べて大変有利である。商業高校では,商 業に関する科 目の履修単位数の関係から,普 通

教科・科 目の履修単位数は普通高校に比べて少ない。 したが って,普 通教科 ・科 目のみでの

大学などの受験は,普 通高校の生徒に比べて相対的に不利になると考える。そこで,「 簿記

会計 」での受験 を大いに活用すべきである。試験内容の難易度は,各 大学により多少の差は

あるが,「 全商簿記実務検定1級 」程度の内容が理解 されていれば,か なりの高得点が期待

できる。

イ 大学 ・短大との連携の強化

次に,大 学などとの連携を一層強めてい く方法 を考える必要がある。

例えば,現 在「指定校推薦 」で,大 学などとの連携が図 られているが,商 業高校の教育内

容を大学側に理解 してもらうことによって,「 指定校推薦 」をより多 く獲得してい くことが

必要である。 また,各 種検定上級合格者の「入学優遇制度 」を開拓 してい くことも大切であ

る。 さらに,「 東京都立大学 」「東京都立商科短期大学 」などとの連携による.高 校 と大学

の一貫教育に基づ く教育課程の研究が今後の課題 となる。

ウ 大学受験へ対応 した教育課程の編成

一方,大 学進学へ対応 した教育課程の編成を研究する必要がある。商業高校における教育

内容の専門性の深化を図 りなが ら,履 修科目を精選 して,普 通教科の受験科目の履修単位数

を増やすなど,大 学の一般受験に対応することが大切である。 またr2年 次より進学を目指

す生徒を対象にしたクラスを設置するなどして,一一般受験に備える体制づ くりも必要である。

皿 進路指導

1「 進路指導 」の重要性を生徒に理解させるために

3年 次 の2学 期 にな って,突 然 「私で も,入 れる会 社 あ ります か。 」と,真 剣 に生徒か ら

相談 を受 けた りs「 ○○ 大学 を受 けたいんですが,ど こに あるんです か。 」とい う質問 を受

けた りしたこ とがある。 入学 時 か ら生徒一人一 人が主体的 に進 路 について考えていない場合
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や,学 校 が生徒 の特 性な どに適切 に対 応 した進路 指導を行 わな い場合 に生 じる例 で ある。

商業 高校 の進銘 指導では,す べ ての生徒が充 実 した社会 生活 を送 るための 目標を設定 し,

夢や希望 を実 現 させる ための指導 が,組 織 的 ・計 画的に実施 され る ことが大切 であ る。

進路指 導とは,「 一 人一 人の生徒が 自己 を理 解 し,生 徒 自らが将来 の進路 を選択 し,自 ら

決定で きる能 力を育 て るこ とであ る。その ために個 々の生徒の もつ特性 な どを的確に把握 し,

その個性 の伸長 を図 るとともに,生 徒が主体的 に自己の特性 にっ いての理解 を深 めD進 路 に

関す る情報 を収 集,活 用 しr進 路 相談 な どを通 じて,進 路 の選択決定 をす るこ とがで きるよ

う指導,援 助 してい くこと 」である。

生 徒一 人一 人が,自 己の進 路 を真剣 に考 え決定す るとい うことは,自 らの在 り方生 き方,

すなわ ち人生 を真剣 に考 えるこ とである。 人生 には,い くつかの分岐点が ある。 自らの進路

を決定す るに 当たって,進 学 か就職 か とい う問題 も重要 な分 岐点の一 つで ある。 この ことを

生徒 に十分に 自覚 させ,自 らの能力 ・適性 ・興味 ・関心 な どを十分 に把握 させ る とともに,

将来の展望な どをよ く考 え させ た うえで,慎 重 に進 路 を決 定 させ る ことが重要 である。

生徒が主体的に進路選択を行えるよう指導に当たっての留意事項 として,次 のことが考え

られる。

① 自分の特徴を知 る(自 己理解)

将来の社会生活のなかで,自 分をよりよ く生かしてい くには,自 分の能力 ・適性 ・興味 ・

関心 ・性格 ・体力などを十分に知ることが大切である。そのためには,高 校における進路指

導において,自 己理解を一層深める指導を行 う。

② 自分の希望か ら将来の方向性をよ く研究す る(人 生設計)

経済社会が複雑化するにつれて,職 業(職 種)が 細分化され,仕 事の内容も多岐に渡って

きているため,自 分の目指す職業について,将 来のさまざまな可能性を考えさせる。

③ 自分を取 リまく環境を知 る(自 分の環境)

家庭や社会な ど,自 分を取 りま く環境や家族に対する自分の役割や責任などを,幅 広 く考

え させる。

④ 進路についての知識や情報を収集する(情 報収集)

職業資格,職 業内容,労 働市場の状況,上 級学校卒業後の就職先,産 業構造の変化など,

進路に関する知識や情報を,積 極的に収集 ・研究 し,自 らの進路 と結びつけて考えさせる。
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⑤ 職業観や勤労観を身に付ける(職 業観等の育成)

職業 についての理 解 を一層深めることによって,働 くことの意義や 目的を考え,更 に自

らの生 き方についても考えさせる。

⑥ 企業を選択するのでな く,職 種を選

択する(職 種選択)

安易に企業名だけで企業を選択すること

のないように指導を行 う。

次に,こ のような留意事項に配慮 した進

路指導の具体的な方途について考える。

商業高校の卒業生が,有 為な人材 として

社会 で活躍 で きるよ うにす るため,授 業や

特 別活動 を通 じて勤労意欲や職業 倫理 を高

める指導を行 う必要が ある。特 に1年 次で

学 習す る 「商業経済1」 に おいて,働 くこ

との 目的や職 業観 をは じめ,幅 広 く企業 に

つ いて学ぶ ことが必 要で ある。

またホ ームル・一ム活動の中で,1年 次 よ

り継続的 に職業 観を育 てる指導 を行 うこと

が大切 である。特 に,以 下に示 す職 業にか

か わる三 つの意義 については,十 分 に理解

させ る ことが必 要である。

図8

自 全 募 職

理 設

.甥 計m

育 、,

適 催 の鰹 宛
自己能力の鶉

進路の決疋

④ 拙会帥慧義→職業畿涌 して,教 会 を維持 ・発展させるζとができるo

② 縮神酌綴 →職業を過 して,翫3の 俄性畿紳嫁 し,人 磁の喜びや隻き力叢いを感{二

ることrで きるo

③ 物質的慧義→職業を遠 してt生 計の維捧を翻ることができるt'!

進路指導のうち,進 路説明会,会 社説明会,卒 業生な どを招いて行われる進路講話,模 擬

面接指導な どは・2年 次または3年 次で行われる場合が多いが,進 路説明会 を1年 次の後半
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に実 施 し,レ デ ィネステス ト,職 業適性検 査な ども可能な限 り早 い時期 に実施する こ とが,

生徒 の 自己理解 を図る うえで効果が ある と考 える。

また,企 業 な どでの現場実習や体験 的学 習を通 して,職 業観 を育む ことがで きるの で,今

後,こ れ らの積極 的な実施につ い検 討 してい く必 要がある。

昭和63年10月 に実施 され た,文 部省 の 『進路 指導 に関す る総合的実 態調査 』の結果 に

よる とs「 進路選択 に当た って特に参 考にな った こと(進 路希望別)」 の回答順位の うち進

学 希望者 の第1位 は,「 適性や興味 の検査 の結果 」であ り,第2位 は 「両親な ど家族 や親 せ

きの人 との話 し合 い 」と 「学 力検査 の結果 」であ り,ほ ぼ同数 で あ った。 他方 「高等学校

の先生 との話 し合い 」が10.4%と 意外 に低 くs教 師や学 校に対す る問題点 を示 している。 進

路選択 に当た っては,学 力検 査 な どのデー タのみで決定す るので はな く,生 徒 と教師 のよ り

深 い話 し合 いが大切である。 また,就 職 希望者の回答順位の第一位 は,「 両親な ど家族や親

せきの人 との話 し合 い 」で あ り,こ れに続いて 「高等学校の先生 との話 し合 い 」とな ってい

る。 就職 を希望す る 図9

生徒 は,保 護者や教

師 との話合 いが十分

にな されて いると考

え られ る。

最 後に,教 師に と

って進路 指導 とは

「生 徒 と共 に考 え,

共 に悩み9共 に迷い,

夢 を追 い,現 在 と未

来の架 け橋の一助 を

行 うこと 」で ある と

の視点 に立 ってs生

徒一人一人 に適応 し

た進路指導 を実 施 し

ていかなければな ら

ない。
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2進 路指導の充実に向けて

(1}進 路指導の現状

今 日,中 学生の95%以 上が高校に進学 を希望 しているが,生 徒数の減少や大学への進学

志向の増大などのため,商 業高校への進学希望者は,年 ごとに減少 している。商業高校に入

学 してきた生徒の中には,r別 の学校 ・学科に入 リたか った。 」「自分の学力を考えて商業

高校を選んだ。 」r中 学校の担任に勧められて。 」「ただなん となく。 」など,目 的意識の

乏しい生徒も見受けられる。

一般に「就職す るな ら商業高校 」と考え られているが,こ のような背景として次の2点 が

が考えられる。

① 企業と商業高校 との,卒 業生を通 じた信頼関係による入社実績が,社 会に高 く評価 さ

考えられる。

② 商業高校からも大学 ・短大に進学ができるということが,中 学生,中 学生の保護者,

中学 校 の 教 師 な どに十分 に理 解 さ

れ ていない。

しか し,「 就職 するな ら商業高校 」と

い う見方 も,最 近 は次の よ うな理 由で変

わ りつ つある。

① 最近 の企業 の求人方針は,高 校卒業

生 よ り大学 ・短 大 ・専門学校卒業生 を採

用す る傾 向にあ り,高 校卒業生 の就職 は,

厳 しさを増 して いる。

② 商業 高校に入学 しても,就 職 しな い

生徒 が増えて きた。

このよ うに商業高校 を とりま く環境 は,

今 後 ます ます変化 してい くと考 え られ る。

商業 高校の生徒が卒業時 に,「 本当に商

業高校 を卒業 してよか った。 」と思える

学校 にな るよ う,一 層 努力 しな ければな

らない。

欝i業高狡襯業磁の簿

N新 轍 雌 入敏叢潅勢導磁縫

これから1為 囲瞭融センスを撫r)瀧人紡が,

ボの企叢でも簾婆趨され繁すo擬 業箭纐 ζ鎌ん

だことや取褐し摺職業資穣糖'難 饗や象鵜貌

鉱ウていまナo

$短 期大挙へ嬉馨し轟玄苧生磯 、'一

整通寓校で蟻べないこ煮憲飽強し鶏く竃蕎業

灘校葦選び憲し撫¢簿記や経灘の幾緯み鶏離ん

だこと纏,蕩 れがら嚇 飛を磁き繍《中鳩 ブ

ラス{こなると考えていま蘭o蘇 た曇弼募惑あき

らめず,簸 カナ釜激饗毒畿黛ぷこ之が饗麟 叢し

た燐

轍 窪§翻叢欝狡惣鐵鱒 驚斜毒攣 ・
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(2)進 路指導の課題

ア 全般的な進路指導の課題

商業高校をとりまく環境の変化について述べてきたが,

充実させるための課題として,次 の点が考えられる。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

これか らの商業高校の進路指導を

i路 指 導 八 つ の 課 題

積極的な広報活動の推進

進路希望に応じたカリキュラムの編成

生徒に対する計画的 ・継続的な進路指導の実施

校内の協力体制の強化

研修会への参加 と校内研修の実施

生徒指導の時間の確保

就職先 ・進学先の拡大

卒業生に対する追指導の実施

一

一{一 ㎝ 「

}

…一」

① 積極的な広報活動の推進

中学生が,体 験入学や文化祭 ・体育祭などの行事に積極的に参加できるように配慮す

る。中学校には,そ の中学校の卒業生である生徒を派遣 し,進 路懇談会 を開催 してもら

うように依頼する。中学校の教師を対象とす る進路説明会を実施する。 また,保 護者に

対 しては,多 様な公開講座を開設 して,商 業高校に対する関心を高める。

② 進路希望に応 じたカリキュラムの編成

生徒の進路などに応 じた教科 ・科目を設置 し履修 させることが必要である。 また,ホ

ームルーム活動を有効に使い,企 業見学などによって,生 徒の 目標がかな うような進路

指導を実施する。

③ 生徒に対する計画的 ・継続的な進路指導の実施

商業高校に入学 した生徒の入学動機を見ると,「 自分が何になるのか 」「どんな仕事
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に就 くのか 」「なぜ働 くのか 」な ど,将 来 の明確 な 目的 をもっている生徒 が少ない よう

に思える。 各商業高校は,生 徒に適切 な 目的意 識を抱かせ,充 実 した高校生 活 を送 るこ

とがで きるよ う,独 自の進 路指導計画 をたて,実 施す る。 また,商 業 高校の卒業生の中

には,「 在 校中に,将 来 について もっと先生 と話 したか った。 」と述 べる者 もいる。 何

でも相談 でき る環 境づ くりをす る必 要がある。

④ 校 内の協 力体制 の強 化

進路 指導は,生 徒の特性 や希望 な どにあ った進路 を適切 に決 定す る重要な活動で ある。

そのために,生 活指導部 と連携 して,学 校全体で よきマナー ・よき生活習慣 を生徒 に身

に付け させる ことな ど,学 校全体 の指導体 制の確立 ・強化が重要であ る。

⑤ 研修会 への参 加 と校内研修 の実施

教 師が,研 修会 などに積極的 に参加 し,企 業 に関す る新 しい知識や イ メー ジを得 るこ

とがで きるよ うにす る。特 に,校 内におい ては,社 会人講 師な どを招い て進路指導 の参

考 にな る研 修会 な どを開催 する。

⑥ 生徒指導 の時 間の確保

OA機 器な どを積極的 に活用 し,進 路指導 に関わる事 務手続 きの簡略 化を図 り,生 徒

指導 に多 くの時間 が とれ る ように努め る。

⑦ 就職先 ・進 学先の拡大

企業 に対 しては採 用枠 の拡大,大 学な どには推薦 入学 枠の拡大 を働 きかける。特 に,

学科 ご との特色 が出る ような進路 先の開拓 をす る。

⑧ 卒業 生に対す る追指導の実施

進路 指導は,生 徒 の卒 業に よってすべ てが終 わるのではな い。 卒業生 が新 しい環 境に

よ く適応 し,そ れぞれの 目標に 向か って前進す る ことを援助す る仕事 が残 っている。 ま

た,卒 業生 の職場 への適応状況 を調査す るな ど して,進 路指導 が適切 であ ったかを評価

し,将 来 の進路指 導の改善に役立 てなけれ ばな らない。 商業 高校 の生徒 は,卒 業 後,学

校 を訪 ねる ことが多い。 学校は この機会 を有効 に活用 して,卒 業後 の生 徒の動向 を把握

す るな ど して,追 指導のための資料 を集 める ことが大切で ある。

進路 指導 は,生 徒 に とって,将 来 の入生設計 のための大変重要 な指導 である。 したが って,

よ り適切 な進路 指導が行われ るよ う,常 に教師は研修 し,情 報 の整理 に努めな けれ ばな らな

いo
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イ 就職 指導 の課題

商業 高校 の卒業生の多 くは,就 職先 で大 変活躍 し,高 い評価 を受 けてい る。 しか し,最 近

は生徒 の職業に対す る意識が,「 就職 した会社で一生働 く 」か ら,「2～3年 で会 社 を辞め

る 」とい った考えに変化 しているよ うに思われる。

生徒 が就職先を選択す る際 の基準 は,や や もする と,単 に企業 名 ・給料 ・休 日 ・勤務時間

な どが中心 とな りが ちで ある。 こ うした選択基 準は,日 本の雇 用の現状 が,職 種に よる求人

でな く,事 業所 を中心 と した求 人で ある ことに も起因す る。生徒 の企業 選択 が,有 名企業 ・

一 流企 業へ と流れがちで あるが ,教 師 は,生 徒の特性や適性 ・能力な どに応 じた進 路指導 を

心 が けな ければな らない。

ウ 進学指導 の課題

商業 高校は,大 学 ・短大 に毎年,卒 業生 を送 り出 しているが,そ の多 くが推薦入学 の制度

を活用 してい る。 教育課程上,専 門料 目の比重が大 きいので,一 般 入試での進 学 は,普 通高

校 に比べ て大変厳 しい。 また,生 徒 が履 修 して いない料 目が大学入 試に出題 され る こともあ

り,商 業高校 の生徒 には不利 な状況 にあ る。

商業高校の生徒の進 学先 は,多 種 多様で ある。 その ため,教 師はそれ ぞれの学校に ついて

十分な知識 をもたな けれ ばな らない。 多 くの受験 情報雑誌や入学案 内な どが送 られて くるが

すべ ての情報 を生徒 に伝 える ことはなかなか困難であ る。 そ こで,教 師は これ らを個別指導

で活用す るな ど,生 徒 に対 する進学情 報の提供 が適切 に行 われる よう努めな ければな らな い。

3進 路指導における特色づくリ

魅力ある商業高校 を目指す ためには,生 徒 の卒 業後の進 路が魅 力ある ものである ことが必

要 である。 一般に,「 商業 高校 を卒業 した ら就職 」とい うイ メー ジがほぼ定着 してい ると言

われているが,こ れか らは進学 を含め,よ り広 い分野 への進路 選択 ができる学校 づ くりが大

切で ある。 そ こで,進 路指導に おい てどの ような特 色づ くりを していけばよいのかを考えた。

{1)進 路指導全般

商業高校の生徒の進路は,広 い意味の就職か進学のいずれかである。3年 間でどちらかの

道を選択 し,希 望の進路へ進むためには,進 路希望決定の時期 を適切に設定することが大切
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で ある。商業 高校 に おいては一般 に,2年

次後半か ら3年 次 前半にか けて進路希望決

定の時期 を迎 える学 校が多い。 しか しs生

徒の進路希 望を達 成す るた めの準備期 間を

勘案す る と,進 路 希望決 定の時期 はも っと

早 い方 がよい。 そ こで,右 に示す よ うに,

1年 次よ り進路指 導の機会 を多 く設 け,生

徒に進 路 に対 する関心 を強 く持 たせ るよ う

指導す る必要が ある。特 に この際,「 進路

の手 引 」を1年 次 か ら活 用する ことが大切

で ある。 「進路 の手 引 」は,生 徒 にとって

進 路情報 を得 る手 段 と して,最 も身近 なも

ので ある。 その作成 に当た っては各学校 と

も,時 間 と労 力をか け特色 を出すよ う努め

てい る。 次 ペー ジに 「進路 の手引 」の主な

項 目を まとめ てみ た。進路 指導 を行 うに当

た って,進 路情報 を的確に把握す るととも

に その理 解 を図 り,望 ま しい勤労観や職業

観 を育成 させ る基礎的 な資料 が少な い実態

を考え るとき,「 進路 の手 引 」の内容 を充

実 ・改善 させ,そ の活用 を図 ってい くことが これ か らの進路 指導 に必要で ある。

この段 階の進 路指導で最 も大切 な ことは,「 生徒が 自 らの進路 にっいて真 剣に考 え るとい

うことは,人 生 を真 剣に考 え ることであ リ,自 らの進路 について語 るとい うこ とは,夢 を語

るこ とであ る。 」とい うことを,生 徒 や教師双 方が十分 に認識 すべき とい うことで ある。 前

途洋 々たる生徒 と共 に将来 の夢 を語 り合 い,人 生 の機微 に触れ る機会 に巡 り会 うことがで き

れば,正 に教師冥 利に尽 きる とい うもので ある。 その意 味で も,教 師 は誠意 を もって生徒の

夢 が実現す るよ う,全 力をあげて指導す る必要が ある。 早い時期 か ら生徒が 自らの進路 につ

いて関心 を持 つ ことに よって,学 習意欲 も高 まり,よ り充実 した高校生 活を送 ることにもつ

なが る。 特 に1年 次における 「生徒 と共に夢 を語 る進路 指導 」が,生 徒 の高校生 活 を大 き く

左右す る重要 なキー ポイン トとな ることを教職員 が共通理 解 してお くことが必要 であ る。

忙κ

第 工禁集儲轍 賂 莚路櫓導嚇騰 鶏例

指導 目標⇒自分の将来について関心を高め、

進路希望を決定 ・実現させるため

に、自己理解に務めさせる。

摺導排熔

①進路指導希望調査の実施 ②適性検査

の実施 ③進路指導説明会(生 徒対象 ・

保護者対象)④ 進路手引の編集

①適性検査 ・模試等実施 ②進路ガイダ

ンスの実施 ③進路手引の作成 ④作文

指導の実施

叢

崇

期

①進路手引の配付と活用 ②進路手引を

読んだ感想の提出 ③進路指導希望調査

の実施
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この よ うに,商 業高校 の進路指 導におい

ては,1年 次か らの 「生徒 と共に夢 を語 る

進路指導 」が必要で ある。

(2}就 職 指導

現在,商 業 高校の卒業生 の進 路 と しては

就職が最 も多 い。 しか しなが ら.そ の 内容

は社会 の変化 につれ て大き く変化 している。

戦後 の 日本経済 を支 えてき た と言 われ る終

身雇 用に裏付 け られた会 社至上主義 とい う

考え方 も次第 に薄れ,自 分 の能 力や適性 を

最大限に発揮 で きる職場を選択す る傾 向が

強 くな って きている。

図10・11に 示す よ うに,高 卒就職者 の離

職率 は年 々高 くな って きてお り,そ の理 由

も多様化 してきている。 これには社会 状況

の変化,若 者 気質の変化な どの様 々な要因

が考 え られ るが,従 来の就職指導 において

不足 してい た一 面が原因 とな っている とも

考 え られ る。 つ ま り生徒が,自 分の能力 ・

の霊な項霞

1進 路の計画 ・設計

①高校時代と卒業後の進路 ②進路選択と

は ③進路カレンダー ④進路指導室の活

用

II就 職

①職業の意義と目的 ②産業分類 ③職業

分類 ④職業選択に必要なこと ⑤求人票

の見方 ⑥入社試験について ⑦卒業生の

進路先 ⑧公務員とは ⑨公務員試験の構

成と内容 ⑩公務員試験の傾向と対策

皿 進学

①四年制大学 ②短期大学 ③専門学校

④二部設置の大学 ⑤通信教育実施大学

⑥主な学部 ・学科と受験科目 ⑦推薦入学

⑧大学入試センター試験

IV進 路Q&A

適 性 ・興味 ・関心な どと合致 していない職場 を選んだ結 果が,こ の数 字に出て きて いるもの

とも思われる。 こう した反省 を踏 まえて,こ れか らの就職 指導 は単な る企業 の斡 旋 ・紹介に

と どま らず,生 徒 が 自分の能力 ・適性 ・興味 ・関心 な どに応 じて職種や企業 を選択 す ること

が できる機会 を数 多 く設け,指 導 していかなければな らな い。

生徒 の職業 観を育 成する ための一 つの方法 として,販 売実習,工 場 見学,各 種 施設 の見学

な どの校外学 習がある。 実際に商業活動に従事 した り,社 会 活動 を見学 した りする ことに よ

り,生 徒 は職業 に対 し,強 い関心 を持つ ことがで きる。 そ して,就 職 指導で最 も大切 な ポイ

ン トで ある,「 自分 が どんな仕事 に就 きたいのか 」とい う職業意識 を持 ち始 める大 きなき っ

かけとなる。 もちろん,校 外学習については制度上の条件整備 な どの問題 はあるが,生 徒の職業

意識 の向上 には最 も効果的な方法で ある。 これか らの就職 指導の特色 の一 つ として,生 徒の
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職業意識を高め,か つ職業観を育成するための機会 として,販 売実習,工 場見学,各 種施設

の見学などの校外学習の積極的な実施が考え られる。

(5)進 学指導

前述 のとお り,商 業 高校卒 業生 の多 くは就職す る。 しか し,近 年,就 職者 は徐 々にではあ

るが減少 しつ つあ り,逆 に大 単 ・専門学校な どへ の進学者 は増加 している。 就職 希望者 の中

に も,で きれ ば進学 したい とい う潜 在的な進学希 望者は多い。 こ こでは,4年 制大学 ・短期

大学への進学指 導について,商 業高校 の生徒で ある ことの有利 さを活用す る進学 指導 を考え

てみ たい。

現在,多 くの大学 では,一 般入学試験科 目に簿 記 を採 り入れ ている。 簿記 で受験 す る とい

うことは,簿 記 の基礎 的な学 習は修 了 しているので,大 学入学後す ぐに,よ り高度 な専門的

内容 の学 習が可能 となる。 その他 の商業系 の科 目に関 しても同様で,商 業系 の学部 ・学科に

入学す る場 合は非 常に有利で ある。

また,商 業 高校で取得す る様 々な資格を推 薦基準 と している大学 も多い。 例え ば,簿 記 ・

珠算 ・情報 処理 な どの分野での 資格の取得 や,全 国 レベルの競技大会 での活躍が推薦 の大 き

な要素 となる。 簿記で受験 す る場合 と同 じように,商 業 高校で学 んだ ことが推薦の要件 にな

るのであるか ら,大 学入学後 の有 利 さも含めて,積 極的 に取組 む必 要がある。
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もちろん,大 学進学希望者の中には商

業系以外の学部 ・学科を希望する者も数

多 くいるが,商 業系大学等では取得した

資格が推薦入学の場合に高 く評価される

ことは言 うまでもない。

従来か ら,簿 記による受験 と取得資格

による推薦は,商 業高校の生徒にとって

有利な受験方法の一つであった。 これか

らは,更 に進学に対応した簿記教育の充

実と,上 級の資格取得や全国レベルの競

技大会の活躍な どを通 じた指導を,商 業

高校における進学指導の特色の「つとし

ていきたい。

以上,進 路指導における特色づ くりを

3つ の柱に分けて考えてきたが,そ れを

生かすのは生徒であり教師である。進路

指導は,生 徒と教師が夢を語 リ合 うこと

で もあるo豊 かな人間性,高 い見識,豊

富な情報,的 確なア ドバイスな ど,教 師

に求められるものも大きい。 そのため,
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進路指導は教師の自己研鎖が最も必要とされる分野 と言っても過言ではない。

IVお わ りに

教科指導や進路指導の他にも,ホ ームルーム活動や部活動などの特別活動の活性化,商 業

高校で学んだ事柄が将来にわたって継続的 ・発展的に学習される生涯学習への取組み,地 域

社会の教育の一翼を担う「開かれた学校 」づ くり,経 済社会 との連携,教 育条件の整備など

魅力ある商業高校を創造するための課題は数多 くある。

本年度の研究では,限 られた時間のなかで,こ れ らの課題のすべてを研究することはでき

なかったが・今後も,一 層の創意と工夫で,生 徒 自らの学ぶ意欲 を育成 し,無 限の可能性を

引 き出す,魅 力ある商業高校をつ くりだしていきたい。本研究が,魅 力ある商業高校を作 り

だすための一助になればと念じている。
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